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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

会期　12月13日～17日

平成
30年

第４回 定 例 会

　

平
成
三
十
年
第
四
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
十
七
日
ま
で
の
五
日
間
と
定
め
、
開
会
初
日
十
三
日
は
、
議
長
の
諸
般
の

報
告
と
村
長
か
ら
、
第
三
回
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
、
教
育
行

政
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
人
事
案
件
一
件
・
議
案
四
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の

議
案
六
件
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

十
八
日
は
、
議
案
六
件
を
審
議
採
決
し
、
全
日
程
を
終
了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
後
志
広
域
連
合
各
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
概
要

　

後
志
広
域
連
合
の
平
成
二
十
九
年
度
各
会

計
決
算
は
、
去
る
十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ

た
第
二
回
後
志
広
域
連
合
定
例
会
に
お
い
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

九
五
，
三
八
六
，
九
三
一
円
、
歳
出
総
額

九
二
，
九
四
四
，
七
一
八
円
、
差
引
総
額
二
，

四
四
二
，
二
四
二
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
九
，
三
四
六
，六
七
一
，一
六
二
円
、

歳
出
総
額
九
，
一
二
三
，
三
〇
七
，
四
二
〇

円
、
差
引
総
額
二
二
三
，
三
六
三
，
七
四
二

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
六
，
二
七
六
，
四
〇
四
，
六
三
九
円
、

行

政

報

告

牧

野

村

長

歳
出
総
額
五
，
八
六
三
，
六
〇
九
，
〇
五
一

円
、
差
引
総
額
四
一
二
，
七
九
五
，
五
八
八

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組

合
の
歳
入
歳
出
決
算
概
要

　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
の
平
成

二
十
九
年
度
各
会
計
決
算
は
、
去
る
十
月

十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
岩
内
・
寿
都

地
方
消
防
議
会
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
一
，
一
八
五
，
八
一
四
，

三
三
二
円
、
歳
出
総
額
一
，
一
五
八
，

九
三
四
，
二
六
二
円
、
差
引
総
額
二
六
，

八
八
〇
，
〇
七
〇
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
岩
内
地
方
衛
生
組
合
の
歳

入
歳
出
決
算
概
要

　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
の
平
成
二
十
九
年
度

各
会
計
決
算
は
、
去
る
十
月
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
第
二
回
岩
内
地
方
衛
生
議
会
定
例
会

に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
一
，
八
四
七
，
四
二
四
，

六
二
〇
円
、
歳
出
総
額
一
，
八
一
〇
，

二
四
四
，
五
六
七
円
、
差
引
総
額
三
七
，

一
八
〇
，
〇
五
三
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
九
月
よ
り
、
村
内
に
住
宅

建
設
を
希
望
す
る
村
民
等
に
対
し
、
住
宅
用

地
と
し
て
遊
休
村
有
地
の
売
却
を
推
進
し
、

定
住
促
進
と
移
住
人
口
の
確
保
・
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
滝
の
澗
地
区
の
村
有
地

を
三
区
画
に
分
筆
し
、
売
却
を
行
っ
て
き
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
全
区
画
が
完
売

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
遊
休
村
有
地
の
活
用
に
よ
る
住

宅
用
地
の
確
保
・
売
却
を
進
め
、
定
住
促
進

と
移
住
人
口
の
確
保
・
増
加
を
図
り
、
少
し

で
も
他
市
町
村
へ
の
人
口
流
出
の
歯
止
め
を

か
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
参
考
】

　

●
売
却
者　

→　

全
て
村
民

　

●
平
成
二
十
九
年
度
一
区
画
売
却

　

●
平
成
三
十
年
度
に
区
画
売
却
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●
未
販
売
分
（
七
二
五
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
、

　

泊
村
商
工
会
と
販
売
実
績
を
分
析
し
、
今

　

後
の
商
品
券
発
行
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　

再
度
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

【
冬
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

発
行
事
業
の
概
要
】

　

一
セ
ッ
ト
一
二
千
円
分
の
商
品
券
を

一
〇
千
円
で
販
売
。

○
委
託
期
間　

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
十
五
日

○
発
行
総
数
（
セ
ッ
ト
数
）
六
千
セ
ッ
ト

○
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

二
〇
％

　
　
　

（
村
補
助
金　

一
二
，
〇
〇
〇
千
円
）

○
販
売
期
間　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

～
完
売
ま
で

○
使
用
期
限　

　
　
　
　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

○
取
扱
店　
　

村
内
商
店　

五
十
六
店

後
志
自
動
車　

余
市
Ｉ
Ｃ
～
小
樽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
開

通
に
つ
い
て

　

一
市
十
九
町
村
で
構
成
し
て
い
る
後
志
総

合
開
発
期
成
会
、
ま
た
、
北
海
道
横
断
自
動

車
道
黒
松
内
～
小
樽
間
建
設
促
進
期
成
会
の

平
成
三
十
年
度
の
事
業
の
う
ち
秋
の
事
業
と

し
て
、
十
一
月
五
日
に
、
道
内
要
望
、
十
一

月
十
六
日
に
は
、
中
央
要
望
と
し
て
、
国
土

交
通
省
は
じ
め
、
財
務
省
・
衆
議
院
や
参
議

院
の
議
員
会
館
等
に
出
向
き
、
要
望
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
泊
村
原
子
力
防
災
訓
練
実
施

結
果
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日（
月
）、
台
風

と
原
子
力
災
害
と
の
複
合
災
害
を
想
定
し

た
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
の
第
一
回
目
か
ら
数
え
、

冬
期
訓
練
も
含
め
、
三
十
五
回
目
の
訓
練
で

し
た
。

　

訓
練
参
加
者
は
札
幌
市
・
黒
松
内
町
へ
の

広
域
避
難
者
、
役
場
職
員
、
村
内
各
団
体
等

を
含
め
二
三
一
人
で
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
役
場
本
部
と
バ
ス
責

任
者
で
Ｉ
Ｐ
無
線
機
を
活
用
し
、
情
報
交
換

を
行
い
、
車
内
で
避
難
者
に
伝
え
る
と
い
う
、

情
報
共
有
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
先
の
ア
パ
ホ
テ
ル
札
幌
で
宿

泊
体
験
（
住
民
十
四
人
参
加
）
、
翌
日
に
は
、

地
域
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
訓
練
を
重
ね
、
防
災
意
識
の
高
揚

と
防
災
対
策
に
関
す
る
理
解
促
進
に
、
一
層

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

盃
地
域
会
に
お
け
る
「
防
災
訓
練
」
の
実
施

に
つ
い
て

　

去
る
、
九
月
二
十
九
日（
土
）、
盃
地
域
会

に
お
き
ま
し
て
、
地
震
に
よ
る
津
波
を
想
定

し
た
、
七
回
目
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
に
は
、
九
十
九
名
が
参
加
し
、
避
難

先
で
あ
る
泊
小
学
校
・
ホ
テ
ル
潮
香
荘
の
高

台
・
茂
岩
地
区
野
営
場
の
三
ヶ
所
へ
避
難
を

行
い
、
避
難
者
数
・
避
難
に
要
す
る
時
間
・

避
難
経
路
の
確
認
・
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

消
費
活
性
化
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
）
の
実
施
状
況

　

村
と
し
て
、
村
外
へ
の
購
買
力
流
出
を
阻

止
し
、
地
域
商
工
業
の
消
費
拡
大
と
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
「
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
」
を
今
年
度
よ
り
プ
レ
ミ

ア
ム
率
を
三
割
か
ら
二
割
に
引
き
下
げ
て
、

泊
村
商
工
会
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

【
夏
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　
　
　
　

 

発
行
事
業
実
績
報
告
】

○
委
託
期
間　

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日

○
発
行
総
数
（
セ
ッ
ト
数
）
六
千
セ
ッ
ト

○
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

二
〇
％

　
　
　

（
村
補
助
金　

一
二
，
〇
〇
〇
千
円
）

○
販
売
期
間　

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
～

　
　
　
　
　
　

未
完
売（
残
七
二
五
セ
ッ
ト
）

○
使
用
期
限　

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日

○
取
扱
店　
　

村
内
商
店　

五
十
八
店

※　

平
成
三
十
年
十
月
十
五
日
事
業
完
了
に

伴
う
実
績
は
、
販
売
額
六
三
，
三
〇
〇
千
円

に
対
し
て
、
換
金
済
額
六
三
，
二
一
五
千
円

で
、
換
金
率
九
九
．
八
七
％
と
な
り
ま
し
た
。

●
未
換
金
分　

八
五
千
円
×
2/12
割

　

（
プ
レ
ミ
ア
ム
分
）　

一
四
千
円
を
戻
入

【
開
通
式
】

と　

き　

平
成
三
十
年
十
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時

と
こ
ろ　

余
市
町　

ホ
テ
ル
水
明
閣

【
開
通
日
・
区
間
】

平
成
三
〇
年
十
二
月
八
日　

十
五
時
開
通

今
回
開
通
区
間　

二
三
．
三
㎞

【
時
間
短
縮
】

札
幌
中
心
部
か
ら
余
市
町
ま
で
所
要
時
間
短

縮
七
十
四
分
か
ら
五
十
五
分

【
期
待
さ
れ
る
主
な
開
通
効
果
】

①
観
光
の
活
性
化

　
　

道
央
圏
か
ら
後
志
地
域
へ
の
所
用
時
間

　

短
縮
に
よ
り
、
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

　

が
向
上
し
、
更
な
る
観
光
客
が
期
待
さ
れ

　

る
。

②
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
寄
与

　
　

三
次
医
療
施
設
ま
で
の
搬
送
時
間
短
縮

　

な
ど
に
よ
る
後
志
地
域
の
救
急
医
療
体
制

　

の
強
化
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な

　

暮
ら
し
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

　

ま
す
。

③
農
水
産
品
の
輸
送
の
利
便
性
向
上

　
　

迅
速
性
・
安
全
性
の
向
上
や
安
定
的
な

　

輸
送
に
よ
り
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
の
販

　

路
拡
大
や
輸
送
品
質
の
向
上
が
期
待
さ
れ

　

る
。

④
国
道
五
号
の
安
全
性
の
向
上
と
代
替
路
確

　

保

　
　

国
道
五
号
の
走
行
安
全
性
の
向
上
や
津

　

波
災
害
時
の
広
域
避
難
路
、
緊
急
輸
送
道

　

路
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
る
。

⑤
噴
火
災
害
時
の
代
替
路
確
保

　
　

噴
火
リ
ス
ク
が
高
い
有
珠
山
や
樽
前
山
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の
噴
火
災
害
時
に
お
い
て
、
道
央
圏
と
道

　

南
圏
を
結
ぶ
広
域
的
な
代
替
路
や
避
難
路

　

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
る
。

教
育
行
政
報
告

森

教

育

長

学
校
教
育
関
係

　

十
月
六
日
に
、
泊
中
学
校
文
化
祭
、
十
三

日
に
、
泊
小
学
校
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
テ
ー
マ
は
、「
笑
顔
・
協
力
・

最
高
の
発
表
会
を
」、
中
学
校
で
は
、「
望
～

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
～
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
発
表
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

持
ち
味
が
十
分
生
か
さ
れ
、
伸
び
伸
び
と
し

た
発
表
が
見
て
い
る
皆
さ
ん
を
感
動
さ
せ
て

お
り
ま
し
た
。

　

地
域
公
開
参
観
日
が
、
今
年
も
児
童
生
徒

の
学
習
や
生
活
の
様
子
を
地
域
の
人
た
ち
に

観
て
も
ら
お
う
と
、
十
一
月
一
日
に
泊
中
学

校
、
十
一
月
六
日
に
泊
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
が
来
校
し
、
授
業
参
観
さ

れ
た
後
、
感
想
や
お
気
づ
き
の
点
を
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
学
校
運
営
の
参
考
に
す
る
な
ど
、
有
意
義

に
終
え
ま
し
た
。

管
理
す
る
施
設
の
利
用
状
況

＊
と
ま
り
カ
ブ
ト
ラ
イ
ン
パ
ー
ク

　
　

十
一
月
十
一
日
に
営
業
を
終
了
し
、
利

　

用
人
数
は
、
四
，
一
九
六
名
で
、
昨
年
よ

　

り
、
九
八
九
名
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
　＊

鰊
御
殿
と
ま
り

　
　

十
一
月
十
一
日
に
閉
館
し
ま
し
た
。

　
　

今
年
の
入
館
者
は
、
二
，
六
七
四
名
で
、

　

昨
年
よ
り
三
一
〇
名
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

＊
と
ま
り
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

十
一
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
、
一
三
，

　

一
二
九
名
で
、
前
年
対
比
一
，
〇
三
八
名

　

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
同
意

　　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
大
橋
芳

之
氏
の
推
薦
を
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

一
．
工
事
の
表
示

　

（
一
）
名
称　

泊
村
情
報
通
信
基
盤
整
備

　
　
　

 

工
事

　

（
二
）
場
所　

古
宇
郡
泊
村
一
円

二
．
契
約
金
額

　
　
　
　
　

二
三
五
，
四
四
〇
，
〇
〇
〇
円

三
．
変
更
後
契
約
金
額

　
　
　
　
　

二
二
二
，
九
二
二
，
八
〇
〇
円

　
　

（
一
二
，
五
一
七
，
二
〇
〇
円
の
減
額
）

四
．
契
約
の
相
手
方

　

代
表
者

　
　

住
所　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
四
丁

　
　
　
　
　

目
七
番
地　

  
  

氏
名　

東
日
本
電
信
電
話
㈱

　
　
　
　
　
　

北
海
道
事
業
部
長

五
．
理
由

　
　

光
ケ
ー
ブ
ル
を
共
架
す
る
こ
と
で
強
度

　

不
足
と
な
り
、
北
海
道
電
力
で
改
修
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
電
柱
の
本
数
が
、
当
初

　

予
定
し
て
い
た
本
数
よ
り
少
な
く
な
っ
た

　

た
め
、北
電
柱
改
修
工
事
費
を
減
額
す
る
。

　
　

ま
た
、
北
海
道
開
発
局
管
理
の
情
報

　

ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
区
間
延
長
や
光
ケ
ー
ブ

　

ル
の
敷
設
距
離
が
増
え
る
た
め
、
設
計
変

　

更
を
行
う
。

　

●
北
電
柱
改
修
費
の
減

　

●
情
報
ボ
ッ
ク
ス
使
用
区
間
延
長
の
増

　

●
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
距
離
の
増

・
泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
原
案
可
決

社
会
教
育
関
係

　

十
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
に
公
民
館
ま

つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
は
じ
め
て
、
二
十
七
日
に
「
福

祉
ま
つ
り　

ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
合
同
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
館
が
あ

り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品

の
鑑
賞
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
じ
っ
く

り
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

十
月
三
十
一
日
に
は
、
泊
小
・
泊
中
学
校

の
学
校
評
議
員
八
名
と
校
長
・
教
頭
先
生
、

そ
し
て
、
教
育
委
員
会
と
で
「
泊
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
導
入
に
向
け
て
の
準

備
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
十
一
月
二
十
九
日
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
教
職
員
、
教
育
関
係
に
関
わ
っ
て
い
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
下
、講
師
を
招
い
て
、

泊
村
公
民
館
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
の
学
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
教
育
講
演
会
を
十
一

月
六
日
に
、
泊
村
公
民
館
に
お
い
て
、
講
師

に
、
元
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
阿
部
雅
司
さ
ん

を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
特
に
、
「
失
敗
を
次
に
生
か

す
こ
と
。
何
事
も
継
続
し
て
や
る
こ
と
。
辛

い
時
こ
そ
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と
。」
な
ど

が
話
さ
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。

審

議

し

た

議

案

条
例
の
改
正
・
制
定
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補

正

予

算

・
泊
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

以
上
の
三
件
は
、
国
家
公
務
員
法
の
人
事

院
勧
告
に
準
じ
て
、
職
員
の
月
例
給
と
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
の
給
与
改

正
と
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
お
い
て
も
、

同
様
に
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
上

げ
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

泊
村
公
共
用
施
設
維
持
修
繕
・
維
持
補
修
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
原
案
可
決

　

現
在
、
村
内
の
公
共
用
施
設
の
老
朽
化
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
長
期
的
に
改

修
や
補
修
等
が
必
要
と
な
り
、
財
源
確
保
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

公
共
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
が
終
了

し
、
こ
れ
を
基
に
改
修
・
修
繕
が
計
画
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
よ
り
基
金
を
造
成

し
て
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

平
成
三
十
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
） …
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
八
九
，
二
一
〇
千

円
を
追
加
し
、
総
額
四
，
〇
〇
六
，
二
三
〇

千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　
　
　

二
九
六
，
七
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

四
一
，
七
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
減

・
泊
村
公
共
用
施
設
維
持
修
繕
・
維
持
補
修

基
金
積
立
金

　
　
　
　

三
五
一
，
七
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
増

・
神
恵
内
線
バ
ス
運
行
維
持
経
費
補
助
金

　
　
　
　
　

二
一
，
一
一
八
，
〇
〇
〇
円
増

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　
　

　
　
　
　
　

一
七
，
一
四
一
，
〇
〇
〇
円
減

平
成
三
十
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
） …
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
三
，
九
一
〇
千
円

を
追
加
し
、
総
額
六
七
，
一
八
六
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

四
，
二
二
二
，
〇
〇
〇
円
増

・
前
年
度
分
賦
金
返
還
金

　
　
　
　
　

一
九
，
六
八
八
，
〇
〇
〇
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
後
志
広
域
連
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　

四
，
一
七
六
，
〇
〇
〇
円
増

・
国
民
健
康
保
険
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

一
七
，
四
〇
五
，
〇
〇
〇
円
増

・
前
年
度
国
民
健
康
保
険
分
賦
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　

二
，
二
八
三
，
〇
〇
〇
円
増

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
出
の
み
の
補
正
で
あ
り
、
予
算
総
額
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
簡
易
水
道
施
設
維
持
管
理
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

二
，
二
九
六
，
〇
〇
〇
円
増

・
人
事
院
勧
告
及
び
人
事
異
動
に
よ
る
職
員

　

手
当
等
の
増
額

・
事
業
確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負

　

費
の
減
額

平
成
三
十
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
，
六
九
二
千
円
を

減
額
し
、
総
額
四
九
，
一
四
六
千
円
と
し
ま

し
た
。

【
歳
入
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
六
九
二
，
〇
〇
〇
円
減

【
歳
出
】

・
事
業
確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負

　

費　
　
　
　

一
，
六
九
二
，
〇
〇
〇
円
減

平
成
三
十
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
五
，
九
六
八
千
円

を
減
額
し
、
総
額
三
一
七
，
〇
三
〇
千
円
と

し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
下
水
道
事

　

業
）　
　

 　

八
，
八
二
七
，
〇
〇
〇
円
減

・
一
般
会
計
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　

一
七
，
一
四
一
，
〇
〇
〇
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
人
事
院
勧
告
及
び
人
事
異
動
に
よ
る
職
員

　

手
当
等
の
減
額

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
事
業

　

調
整
に
よ
る
事
業
量
の
縮
減
並
び
に
事
業

　

確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
の

　

減
額
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泊村議会（原子力発電所対策特別委員会）道外視察研修報告書

１．視察目的
　原子力発電所立地村としての課題や問題、解決策などの知識を深めることを目的とし、これらの課題解決のために積極

的な施策を推進している先進地を視察・研究するとともに、議員の資質の向上と議会活動の活性化を図り、もって村政の

健全な発展に寄与することを目的とする。

２．視察日程 … 平成30年11月27日～30日
３．視 察 先 … 愛媛県伊方町役場・佐賀県玄海町玄海原子力発電所

（１）愛媛県伊方町役場（平成30年11月28日）

　この度、研修先に伊方町を選定させていただいた理由・目的は、2004年まで、泊村同様不交付団体を誇っていたが、

2005年から交付団体にとの情報があり、泊村も数年後には同じ状況になるとの思いで、交付団体となった以降の町づくり・

人口減少対策や少子高齢化・地域振興対策等々について、行政・議会と情報交換し、泊村の地域振興対策に活かして行き

たいとの思いで、伊方町に決めさせていただいた。

　11月28日、午前10時より、伊方町委員会室にて、濱松副町長・菊池原子力発電所対策特別委員会委員長・高月副委員長・

橋本総合政策課長・阿部原子力政策室長の皆様のお出迎えをいただき、この度の研修に対応いただきました。

　特に、中田議会事務局長には、受付・進行など大変お世話になりました。

【研修内容】（事前に通知）
問１　立地町として、核燃料税の考え方・取組みについて

　　　（道県で課税している核燃料税が立地地域に使用されているか。）

◎　平成22年度に伊方町への配分として、税率13％の内の１％の５分の４の額（約47百万円）が交付され、以降同率で毎

　年交付されている交付金を原子力政策室職員の給与及び広域施設事務組合（消防本部）への負担金に充当している。

問２　立地町として、固定資産税（大規模償却資産）の考え方・取組みについて

　　　（固定資産税は、減価償却されて年々減額となっていくが今後は廃炉を考えた固定資産税のあり方の検討が必要と

　　　 考えるが。）

◎　立地町として、発電所との共生のための財源として、使用済核燃料税（町税）をかねてより検討しており、東日本大

　震災により検討を中断した時期もあったが、平成29年度より検討を再開し、平成30年度より課税を行うことになった。

　　税率は、１㎏当たり500円で、平成30年度の税額は約３億３千万円。

問３　各種交付金の使途について

　　　（予想される交付金で建設した建造物の維持・補修、さらに各種事業の管理・運営に係る経費のために、基金等積

　　　 立を行っているのか。）

◎　伊方町が造成した基金

　　①伊方町電源立地対策交付金公共用施設維持運営基金

　　　町民の生活に密着した施策、施設を効率的・効果的に維持運営することを目的として、平成21年度に造成した基金。

　　　○平成29年度末基金残高　……　約18億２千万円（必要に応じて追加造成）

　　　　各種施設の人件費・電気代等に年間 5億円程度を充当。

　　②伊方町電源立地促進対策交付金施設維持基金

　　　　電源立地促進対策交付金事業により整備した公共施設の修繕、その他の維持・補修を行うため、昭和57年に造成  

　　　　した基金。

　　　○平成29年度末基金残高　……　約５億２千万円（必要に応じて追加造成）

　　③伊方町電源立地地域対策交付金施設維持補修基金

　　　　電源立地地域対策交付金を活用して整備した公共施設の補修、その他の維持・補修を行うため、平成18年に造成

　　　　した基金。

　　　○平成29年度末基金残高　……　約５億５千万円（必要に応じて追加造成）

問４　地域振興への取組みについて

　　　（地域振興は、あくまで立地地域の施策で進めなければならないが、原子力発電所立地村として電力会社との関わ  

　　　 りも重要となってくると思うが。）

◎　四国電力の若手社員と伊方町役場の若手職員との交流意見交換をこれまでも続けてきたが、発電所以外の町づくりに

　対しての具体的な協力体制等の検討、農漁業振興対策で何が出来るか、観光の振興等さまざま幅広い分野で合携えて一

　緒に町づくりをやってもらいたい。四国電力が持つ四国全域の強固なネットワーク及び人材の多さを活かし、町づくり

　に活かせる施策がないか検討中、福島事故以降、原子力発電所に対する世論は厳しいが、町にとって四国電力は町内で

　比類のない巨大企業であり、町政に対して非常に協力的な事業者である。（町長談話）

問５　地域住民サービス等の取組みについて

　　　（泊村としては、発電所については、国策（再稼動は国が決める）であることから、国民から悲観されることがな

　　　 いように、住民のための各種サービスを提供していかなければならない。立地地域としての各種サービスとはど    

　　　 んなものを実施していますか。）

◎　立地地域特有の財源である電源三法交付金を活用し、地域住民サービスに資する事業として、これまでにさまざまな

　実施をしたが、先進的な事業や特徴ある事業の主なものについて。

　　　○防災行政無線設備整備事業（平成20年）

　　　　合併後も旧町単位で運用されていた防災行政無線を統合し、併せてデジタル化及び高機能化（個別受信機の全戸

　　　　配付、屋外拡声子局からの通話、本卓での一括制御等）を図った。
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　　　○町内小学校ＩＣＴ整備事業（平成27年度）

　　　　町内小学校への全児童分のタブレット「アイパッド」端末及び１学年に１台の電子黒板等を整備。

　　　○町内小中学校空調設備整備事業（平成30年度）

　　　　・町内小中学校の普通教室及び使用頻度の高い特別教室に空調設備を整備（２億８千万円）

    　　・地域環境対策作業事業（平成23年度より充当）

　　　　　町道管理のための作業員を雇用し、年間を通じて町道の伐採、草刈等を実施。

　　　○一般向け放射線セミナーの実施

　　　　平成29年度より、年に町内３ヶ所で一般向け放射線セミナーを開催。（平成28年に規制委員会と町民との話合い

　　　　の中で、町民から放射線とは何か、怖いものなのかとの質問があり、放射線について理解していただくために実

　　　　施している）

　　　○交通事情 ……　町民の移動は主として自家用車を利用

　　　　伊方町は、平成17年４月１日に佐田岬半島の伊方町・瀬戸町・三崎町が新設（対等）合併。佐田岬半島は、日本

　　　　一細長い半島で、町民生活における中心的な役割を担う国道で197号線（佐田岬メロディーライン）の公共交通

　　　　はバスが中心であるが、赤字路線便数が少ない。そこで、町民の移動手段確保のために、町営バス（デマンド）

　　　　を運行。

　　　　・運行車両 ワゴン車５台　・運行時間 午前８時～午後４時迄　・運行費用 年間約３千万円～２千７百万円

　現在、泊村では、バス会社に赤字補填として、岩宇４カ町村で補助しております。

　泊村分として、約１千９百万円、無料バス券代として、約960万円、合計2,800万円（平成29年度分）補填しているが、

毎年度減便されて、住民の皆様から苦情が多く寄せられており、昨年度から、村営バスの導入について、行政と話合いを

進めている中で、今回、伊方町の運営について、大いに参考になる内容で、各議員が熱心に質問をされておりました。

※結びに

　泊村同様不交付団体を誇っていた伊方町が2005年から地方交付税で厳しい自治体運営の中で、人口減少に対する取組み・

基幹産業への手厚い支援策など、手厚い住民サービス等々、今後の政策に活かせることが出来る内容の濃い研修であった。

議員の皆様から時間が足りなかったという言葉を聞いて、泊村の将来を真剣に考えている議員各位の熱意を感じた視察研

修であった。

　泊村と伊方町は、同型の発電所が御縁で、平成10年２月に、姉妹提携を結んでから20年目になります。今後も、議会、

議員交流、情報交換が定期的に行われることを提案し、結びとします。

（２）佐賀県玄海町玄海原子力発電所（平成30年11月29日）

　東日本大震災以降停止していた発電所が、川内原子力発電所に続き、この度、玄海原子力発電所も再稼働された。同型

の原子力発電所が次々に再稼働されたことに羨ましくもありますが、反面心強くもあり、泊発電所も規制委員会の審査が

通り、一日も早い再稼働されることを願いながら、再稼働された玄海原子力発電所の再稼働に向けた取組みについて、視

察研修を実施した。

【研修内容】
　１．原子力発電所の現況について

　２．玄海３・４号機　適合性審査及び再稼働工程の取組み状況

　３．玄海３・４号機　安全対策の実施状況について

　４．玄海原子力発電所の重大事故への対応訓練状況について

　以上について、玄海エネルギーパークの多目的ホールにて、原子力発電所所長の小西様より再稼働に向けての取組み内

容について説明を受け、その後、サイエンス館で実物大の原子炉を視察後、発電所構内を視察。泊発電所と同型であり、

安全対策や施設については、規模こそ違うが、内容的には同じであったが、泊発電所と違うところは、台風（竜巻）対策

について、力点を置いて説明をされていたのが、特に印象に残った視察研修でありました。

　この度の視察研修は、先進地の取組み、事例、状況について、今後の泊発電所の再稼働に向けた、安全・安心対策の取

組みに参考となる視察であった。

　平成30年12月10日　　 原子力発電所対策特別委員会　委員長　 酒　　井　　元　　純　
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